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2.4. 松陰神社通り周辺地区におけるまちづくり施策と連携した事例（東京都世田谷区） 

(1) 取組の背景、経緯 

世田谷区松陰神社通りを中心とした地区では、松陰神社通り商店街の放置自転車やはみ出し

看板などのマナーの徹底、歩きやすく入りやすい店づくりなどが課題であった。 
そこで、平成 10 年度に同地区が交通バリアフリー法の施行に先駆けた総合的かつ計画的な

バリアフリー化施策として取りまとめた「福祉的環境整備推進計画 バリアフリー世田谷プラ

ン２１」の推進地区に選定されたこともあり、地元商店街や自治会等が、自らワークショップ

を行いながら、福祉のまちづくりに関する取組みをスタートさせ、地区の特性や実現すべき基

本方針を検討し、平成 11 年度に推進地区における整備計画を策定した。同年度より、歩道や

公園出入口の段差解消や小規模店舗の入り口改善の助成などを開始させている。 
整備計画では、「行政と住民とが協働でハード・ソフト両面からやさしい街づくりを実現す

る」ということを主眼に置いていたため、平成 14 年度には、世田谷区も交えた「やさしい商

店街づくり推進連絡会議」が発足し、官民一体の取組み体制が構築された。 
また、平成 16 年度には、東京都の事業である「ユニバーサルデザイン福祉のまちづくり推

進モデル事業」2に選定され、「元気でやさしい松陰神社通りまちづくりの会」として新たに取

組みを始めることとなった。従前より、取組み体制が構築されていたこともあり、平成１７年

度には、松陰神社通りの工事が着手され、平成 18 年度末には工事が完了した。 
このように、行政と住民とが時間をかけて協働で福祉のまちづくりに取組んできた経緯によ

り、地域の実態にあった実効性も高いユニバーサルデザイン化事業が実施された。 
 
表 2-10 松陰神社通り周辺地区のユニバーサルデザイン化に関係した計画等の経緯 

時期 計画内容 

平成１０年度 「福祉的環境整備推進計画バリアフリー世田谷プラン２１」推進地区に選

定 
⇒交通バリアフリー法の施行に先駆けた総合的かつ計画的なバリアフ

リー化施策 
平成１１年度 推進地区の整備計画を策定 

⇒住民ワークショップ（地元町会、商店街、学生、障害者団体の方が参

加）を行い地区の特性・実現すべき基本方針を検討 
一部箇所でユニバーサルデザイン化事業の実施 
⇒道路の歩道や公園の出入口の段差解消や、小規模店舗の入り口改善工

事費への助成を開始 
平成１４年度 
 

「やさしい商店街づくり推進連絡会議」が発足 
⇒世田谷区（街づくり課、土木課、生活支援課、商業課）、商店街、地域

住民、地元大学、障害者ＮＰＯが参加 
平成１５年度 やさしい商店街づくりワークショップの実施 
 

                                                   
2 ユニバーサルデザインのまちづくりを都内全域に波及させるため、特定の区域において地域

特性を踏まえた福祉のまちづくりに取り組む区市町村を選定し、事業経費を補助する制度 
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表 2-10 松陰神社通り周辺地区のユニバーサルデザイン化に関係した計画等の経緯（つづき） 

時期 計画内容 

平成１６年度 「ユニバーサルデザイン福祉のまちづくり推進モデル事業」に選定 
⇒『元気でやさしい松陰神社通りまちづくりの会』結成 

平成１７年度 松陰神社通りのユニバーサルデザイン化工事着手 
平成１８年度 工事完了、セレモニーの実施 
 

(2) 取組内容 

1) 道路のユニバーサルデザイン化整備 

a) 道路中央への排水施設整備 

道路と店舗等との段差があるため、円滑な移動の支障となっていた。また、段差解消のた

め、道路の嵩上げを行うためには、道路両端への排水施設の整備や縦断勾配の擦り付けなど

の課題があった。 
このため、同地区では、道路の中央部に排水施設を整備し、道路中央に向かって勾配をつ

けることで、店舗等との段差も解消でき、コストも削減できるなど、道路現況や地域の特性

を踏まえた整備を行った。 

 

 
図 2-22 道路中央への排水施設整備による沿道施設との段差解消状況 

出典：世田谷区提供資料 

【整備前】

【整備後】

【整備前】

【整備後】
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b) リーディングライン（視覚障害者誘導用ブロックの工夫）：基準外の整備 

視覚障害者の円滑な移動支援のため、視覚障害者誘導用ブロックの設置が望ましいが、歩

道が無く狭小な歩行スペースである道路現況を踏まえ、外側線と道路境界部の間にリーデ

ィングラインとして、ＪＩＳ規格よりも幅の狭い視覚障害者誘導用ブロックを、連続的に設

置した。設置に際しては、世田谷区まちづくり条例に基づく街づくり協議会に道路部会を設

置し、商店街の幅の狭い歩道に合った通常より幅の狭い線状ブロック（リーディングライン）

の検討を行った。検討内容としては、リーディングラインのテスト道路を作り、実際に視覚

障害者や車いす使用者の意見をもらいながら改良を行った。 
 

  
整備イメージ 

出典：松陰神社通り松栄会商店街振興組合ＨＰ 
改良した線状ブロック 

  
整備状況 

出典：松陰神社通り松栄会商店街振興組合ＨＰ 
整備状況 

図 2-23 リーディングラインの整備概要 
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2) ソフト施策 

世田谷区では、街づくり条例に基づき、地区ごとに現況等に応じた街づくり計画を策定し

ている。松陰神社通り周辺地区を含む「区役所周辺地区 地区街づくり計画」（参考資料）

では、ユニバーサルデザインへの配慮や商店街の活性化に関するルールを定めている。以下

の主な項目を示す。 
 
 ユニバーサルデザインに配慮した環境整備の実現 

 道路整備にあたっては、ユニバーサルデザインに配慮した整備を実現する。

また、緊急車両の通行を妨げない構造とする。 
 歩行者の通行を妨げないよう、道路上には、看板、商品等を置かないよう

にする。 
 松陰神社通りの埋設管を取り替える等で掘削する場合は、道路舗装を現状

に復旧する。 
 住宅等の出入口を除き、松陰神社通りに面する出入口には、段差を設けず、

ドアは引き戸、または感知式自動ドアとする。 
 地区内避難路の整備にあたっては、沿道の住民や歩行者等に配慮し、道路

の形状や材質を工夫する。 
 用途の制限 

 松陰神社通りに面する１階部分を住宅、共同住宅その他これらに類する用

途に供するもの。ただし、住宅等の出入口はこの限りでない。 
 

(3) 効果 

ベビーカーや車いす使用者の方が道路から段差なく店舗に出入りでき、商店街に来やす

くなったと好評で、 最近は子供連れなど若い世代の来訪者も増加しているということであ

る（商店街振興組合理事長佐藤勝氏へのヒアリングによる（H29.1））。 
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(4) 参考資料 

表 2-11 区役所周辺地区地区街づくり計画 

 
出典：世田谷区ホームページ http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/102/120/345/346/d00123694_d/fil/machidukuri44.pdf 

http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/102/120/345/346/d00123694_d/fil/machidukuri44.pdf
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表 2-11 区役所周辺地区地区街づくり計画（つづき） 

 
出典：世田谷区ホームページ 
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表 2-11 区役所周辺地区地区街づくり計画（つづき） 

 
出典：世田谷区ホームページ 
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表 2-11 区役所周辺地区地区街づくり計画（つづき） 

 

出典：世田谷区ホームページ 
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表 2-11 区役所周辺地区地区街づくり計画（つづき） 

 
出典：世田谷区ホームページ 

 
 

 


